
地域密着型サービス　運営推進会議　報告書 

 

施 設 名：認知症高齢者グループホーム 宇賀の杜・里 楽舎 

　　　　　認知症高齢者デイサービス 宇賀の杜 楽舎 

 

施設種類：グループホーム　・　小規模多機能型居宅介護施設（該当に○） 

 

日　　時：令和 8年 1月 27 日（火）　14 時～15 時 

 

会　　場：認知症高齢者グループホーム 宇賀の里 楽舎 スタッフルーム 

 

出 席 者 

（人数） 

 

 

 

 

 

（議題） 

・出席者紹介 

 

・ グループホーム・デイサービス 宇賀の杜 楽舎の入居者利用状況説明 

メイン議題「行事やレクリエーションの効果」について 
グループホーム宇賀の里楽舎　外部評価について 
　　　　　　　　　　　　　　　 
 

・ 皆様からのコメント・アドバイス 

 

 

（報告事項） 

　グループホーム杜、グループホーム里、デイサービスともに特に報告事項

はありません。 

　 

　　 

〇グループホーム　宇賀の杜　利用状況（2026.1.27現在） 
　入居者 18名（東舎 9名・西舎 9名） 
　男性　4名　女性　14名　平均要介護度　2.72 
　最高年齢　94歳　最低年齢　77歳　平均年齢　86.4歳 
 
 

 
利用者代表 0人

高齢者あんしん支援

センター職員
1 人

 利用者家族 2人 出雲市職員 1人
 

地域の代表 1人
グループホーム 
施設長・管理者他

4 人

 
代表取締役 1人

デイサービス 
管理者

1 人



〇デイサービス　宇賀の杜楽舎　利用状況 
　現在登録者数　26名 
　男性　10名　女性　16名　平均要介護度　2.31 
　最高年齢　95歳　最低年齢　74歳　平均年齢　84.2歳 
 
〇グループホーム　宇賀の里　利用状況 
　入居者 9名 
　男性　2名　女性　7名　平均要介護度　2.60 
　最高年齢　95歳　最低年齢　73歳　平均年齢　86.2歳 
 
 
〇メイン議題 
「行事やレクリエーションの効果」 
季節の行事（毎月一回行っている）や、日頃のレクリエーションの様子を

写真を交えて報告しました。これらは、利用者様の日々の張り合いや刺激、

楽しみにつながっていると感じます。利用者様の一瞬の笑顔を求めて、こ

れからも様々な行事やレクリエーションを考えて取り組んでいきたいと思

います。 
 
〇外部評価について報告・評価 
評価して頂く項目が多く、途中で時間となってしまいましたので、改めて資

料を持ち帰って頂き、評価を記入して郵送してもらうこととなりました。 
以下、評価をして頂く段階で出た意見やアドバイスをまとめました。今後に

活かしたいと思います。 
 
・内部研修や会議をしているのは分かるが、資料をざっと見ても把握できな

い。回覧して確認したり、研修に何人のスタッフが参加したか、なども報告

してもらうとより分かりやすい。 
 
・身体拘束、虐待防止などは、運営推進会議で事例を提示したり、家族にも

意見を求めると良い。施設でこういう事をしていると具体的に示すと良い。 
何でいけないのか？家族と一緒に考える場を持つ。 

 
〈利用者家族様代表〉 
・こまめに連絡して下さり、安心している。面会時も話しやすい。 
お願いしたことは十分にしてもらっている。 
 
・評価のシート「十分にできている」と「ほぼできている」の差は何か？ 
具体的に挙げてもらえると分かりやすい。 
 



（楽舎より） 
・貴重なご意見やアドバイスを頂きありがとうございました。 
　今年度、初めて運営推進会議を活用した外部評価を実施しておりますが不

慣れな面がありました。この度いただきましたご意見、ご質問をもとに次

回の会へつないでいきたいと思います。 
　 
 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

以上


